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社
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を
明
る
く
す
る
運
動

●「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は
？

　

全
て
の
方
々
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な

が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
活
動
の
こ
と
で
、

法
務
省
が
主
唱
す
る
も
の
で
す
。
活
動
は
年
間
を
通

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
７
月
を
強
調
月

間
と
し
て
い
ま
す
。

●
私
た
ち
が
こ
の
運
動
を
支
え
て
い
ま
す
！

　

地
域
の
中
で
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
と
社
会

と
を
温
か
い
心
で
結
び
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、「
東
海
保
護
司
の
会
」と「
東

海
村
更
生
保
護
女
性
会
」の
皆
さ
ん
で
す
。

　
「
東
海
保
護
司
の
会
」は
、
保
護
観
察
対
象
者
の
指

導
や
帰
住
先
の
環
境
調
整
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
現
在
、
村
で
は
９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
東
海
村
更
生
保
護
女
性
会
」は
、
女
性
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
地
域
の
犯
罪
予
防
活
動
や
更
正
支
援
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
現
在
、
村
で

は
多
く
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
…

　

７
月
３
日
の
朝
、
東
海
中
学
校･
東
海
南
中
学
校･

県
立
東
海
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

「
東
海
保
護
司
の
会
」･

「
東
海
村
更
生
保
護
女
性
会
」･

「
東
海
村
人
権
擁
護
委
員
」で
組
織
す
る「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
東
海
村
推
進
委
員
会
」（
代
表･
山
田

修
村
長
）が
、
Ｊ
Ｒ
東
海

駅
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
通
勤･

通
学

中
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛
け

な
が
ら
、
活
動
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配

布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、「
東
海
保

護
司
の
会
」の
皆
さ
ん
が
、
東
海
中
学
校
と
東
海
南
中

学
校
を
訪
問
し
、
生
徒
の
学
校
で
の
様
子
等
に
つ
い
て

校
長
等
と
懇
談
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
非
行
を

テ
ー
マ
と
し
た「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
８
月
に
開
催
さ
れ
る「
東
海
ま
つ
り
」な
ど

で
も
、
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

●
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
を

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
東
海
村
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
ど
う
し
て
犯
罪
や
非
行
が
起
き
て

し
ま
う
の
か
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を
地
域
で
受

け
入
れ
、
支
え
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
考

え
、
安
全･

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
険
課
地
域
福
祉
推
進
担
当 

（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
７
）

お
か
え
り
。

テレビや新聞で毎日のように報道され
る事件のニュース
社会から犯罪や非行をなくすには、どう
すればよいのでしょうか？
取り締まりを強化して、過ちを犯した人
を処罰すること

犯罪や非行をする人を生み出さない家
庭･地域づくり
そして、立ち直ろうと決意した人を社
会で受け入れていくことも、とても大
切なことです
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